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（内分泌、糖尿病内科）

　本年度は大学から斎藤啓輔先生（昨年度から継続）土田大介先生に出張に来て頂き片桐　尚と

３人で診療にあたりました。新患は火曜日は斎藤、木曜日は土田／片桐が担当し、大学から週１

回金曜日の午前中に石澤正博先生、月曜日隔週で滝沢大輝先生に来て頂きました。

　総再来数は1,998（滝沢　92、石澤　147、土田　417、斎藤　480、片桐　862　2022.３月末）

の状態です。

　外来診療は2019年10月にリニュウアルされた糖尿病センターのもと引き続き糖尿病外来と栄養

指導外来、治療難渋例に対する診察前問診、看護外来を組み合わせて糖尿病患者の療養指導にあ

たりました。（糖尿病センター参照）

　病棟においては、高血糖や合併症をもった糖尿病など緊急性の高い症例を西５F病棟にとって

頂き、予定教育入院は東５病棟で運動療法もやりながらという体制を組み、両病棟で情報交換を

しながら急性期を過ぎたケースを西５Fから東５Fに移しながら教育を継続しました。

　甲状腺、内分泌疾患においては　バセドウ病の難治例に対して積極的にアイソトープ治療を施

行致しました。

　原発性アルドステロン症の診断はアルドステロンが新しい測定系となり、　施行錯誤をしなが

ら取り組んでいる状態です。

　コロナ禍もようやく開けてゆくものと期待され　引き続き地道に糖尿病患者さんの健康維持、

合併症予防に力を注ぎ　地域医療に貢献しつつ　また新たな取り組みができればと思います。

　以下に臨床統計を示します。


